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発表 

個人 

1. 中野裕太（2025） 「情報構造から考える提供動詞を含む構文の交替現象」, 日本英語学会第    
43回大会, 口頭発表（2025年 11月 8日・9日, 於:九州大学）. [査読有] 

 

共同 

1. 中野裕太・加藤翔太・高濱汐音（2025）「日英語の間接受身構文に対する認知文法的考察」,
筑波英語学会第 46回大会, 口頭発表（2025年 11月 16日・17日, 於: 筑波大学）. 

 

論文 

単著 

1. Nakano, Yuta (2026) “An Information Packaging Approach to the Alternations in Verbs of 
Providing Constructions,” JELS 43, 60–69. [査読有] 

2. Nakano, Yuta (2025) “An Analysis of Construction Selection in Verbs of Providing Based on 
Usage-based Model,” Tsukuba English Studies 44, 58–76. [査読有] 

3. Nakano, Yuta (2025) Motivations in Construction Selection in Verbs of Providing, unpublished 
bachelor’s thesis, University of Osaka, Osaka.  
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その他 

1. 中野裕太（2025） 「構文交替・ヴォイス交替から考える認知言語学」,つくば QxQ Meet & 
Research, ポスター発表（2025年 9月 24日〜10月 3日, 於: 筑波大学・つくば国際会議場）. 


